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『甘藷百珍』
江戸時代のサツマイモ料理

永 村 恭 代

国立国会図書館の蔵書から

　
「
○
焼
」「
八
里
半
」「
十
三
里
」。
こ
れ
ら
は
江

戸
時
代
の
お
店
の
看
板
の
文
字
で
す
。
甘
く
て
、

ほ
く
ほ
く
の
焼
き
い
も
屋
の
看
板
で
す
。

　
「
○
焼
」
は
皮
つ
き
の
サ
ツ
マ
イ
モ
を
丸
ご
と

焼
く
の
で
「
○
焼
」。「
八
里
半
」
は
サ
ツ
マ
イ
モ

が
栗
（
九
里
）
に
良
く
似
た
味
な
の
で
す
が
、
わ

ず
か
に
劣
る
と
い
う
意
味
で
少
し
距
離
を
引
い
て

「
八
里
半
」。「
十
三
里
」
は
栗
（
九
里
）
よ
り
（
四

里
）
う
ま
い
と
い
う
こ
と
で
九
里
と
四
里
を
足
し

て
「
十
三
里
」
で
す
。

　

中
南
米
か
ら
世
界
に
広
ま
っ
た
サ
ツ
マ
イ
モ

は
、
慶
長
10（
１
６
０
５
）年
に
琉
球
に
伝
わ
り
、

そ
の
後
、
西
日
本
に
広
ま
り
ま
す
。
享
保
の
飢

饉
（
享
保
17（
１
７
３
２
）年
）
の
後
、「
甘か
ん

藷し
ょ

先

生
」
と
し
て
有
名
な
青
木
昆
陽
（
儒
者
、蘭
学
者
。

１
６
９
８
‐
１
７
６
９
）
は
、『
蕃
藷
考
』（
享
保

20（
１
７
３
５
）年
刊
）
を
著
し
、
凶
作
の
年
で
も

収
穫
で
き
る
サ
ツ
マ
イ
モ
の
栽
培
の
普
及
に
尽
力

し
ま
す
。
幕
府
の
後
押
し
も
あ
り
、
サ
ツ
マ
イ
モ

は
東
日
本
に
も
広
ま
り
ま
す
。

　

各
地
に
広
ま
っ
た
サ
ツ
マ
イ
モ
の
料
理
方
法

は
、
焼
き
い
も
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

百
二
十
三
種
の
料
理
方
法
を
紹
介
し
た
『
甘い

も藷
百

珍
』
が
寛
政
元（
１
７
８
９
）年
に
刊
行
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
『
甘
藷
百
珍
』
は
、
天
明
２（
１
７
８
２
）年
に
刊

行
さ
れ
た
『
豆
腐
百
珍（

１
）』
の
構
成
を
ま
ね
て
い
ま

今 月 の 一 冊

『甘藷百珍』
珍古楼主人 輯　平野屋半右衛門［ほか3 名］　寛政1［1789］
1冊　21cm
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2536724

（右）標題紙
（左）琉球の芋売りの図
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す
。『
豆
腐
百
珍
』
は
、
百
の
豆
腐
料
理
を
、
尋

常
品
・
通
品
・
佳
品
・
奇
品
・
妙
品
・
絶
品
の
六

つ
に
分
け
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。
大
変
人
気
を
博

し
、
そ
の
後
、『
鯛
百
珍
料
理
秘
密
箱（

２
）
』、『
海
鰻

百
珍（

３
）』、『
蒟
蒻
百
珍（
４
）』
と
い
っ
た
百
珍
物
が
刊
行

さ
れ
ま
し
た
。『
甘
藷
百
珍
』
も
そ
う
し
た
百
珍

物
の
ひ
と
つ
で
す
。

　
『
甘
藷
百
珍
』
で
は
、
百
珍
と
い
い
な
が
ら

百
二
十
三
の
サ
ツ
マ
イ
モ
料
理
を
、
奇
品
・
尋
常

品
・
妙
品
・
絶
品
の
四
つ
に
分
類
し
て
い
ま
す
。

今
日
と
は
違
っ
て
、
生
の
サ
ツ
マ
イ
モ
を
す
り
お

ろ
し
て
使
う
料
理
が
多
い
で
す
。
左
に
代
表
的
な

も
の
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

江
戸
の
町
に
は
、
寛
政
５（
１
７
９
３
）年
の
頃

に
は
焼
き
い
も
屋
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
江
戸
の
様

子
を
記
し
た
『
宝
暦
現
来
集
』
巻
之
五（

５
）に
「
芋
を

焼
て
売
事
、
寛
政
五
年
の
冬
本
郷
四
丁
目
番
屋
に

て
、
初
て
八
里
半
と
云
ふ
行
燈
を
出
し
、
焼
芋
売

始
け
り
」
と
あ
り
ま
す
。
焼
き
い
も
屋
は
、文
化
・

文
政
の
頃（
１
８
０
４
～
１
８
３
０
年
）に
は
大
繁
盛

し
ま
し
た
。江
戸
時
代
の
焼
き
い
も
屋
の
様
子
は
、

浮
世
絵
や
書
物
に
も
描
か
れ
て
い
ま
す
（
ｐ
４
参

照
）。

　

今
も
焼
き
い
も
屋
が
あ
る
よ
う
に
、
サ
ツ
マ
イ

モ
は
、
今
も
昔
も
愛
さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。

尋常品の料理方法。当時一般的だった料理
は説明を省略しています。

『甘藷百珍』の目録に掲載された全123品目。

「奇品」
　風変わりな料理で、面白い見立て料理が含まれま
す。鯨の本皮に見立てた「海

く じ ら

鰌いも」、氷柱に見立てた
「氷

つ ら ら

柱いも」など63品目を紹介しています。

▶「海鰌いも」生のサツマイモをおろして鍋墨（原書では
「釜

な べ ず み

底墨」。鍋や釜などの尻についた黒いすす）で色を付けた
ものを蒸し箱に二分（約6mm）ほど敷き、その上に色を付け
ていないものを一寸（約3cm）敷いて蒸して切り、油で揚げ
ます。

▶「氷柱いも」生のサツマイモを細く切って、葛粉をまぶして
茹でます。

「尋常品」
　日々の生活で作られている料理です。「飛

ひ り ょ う ず

龍頭いも」や、
「蒸いも」、「焼いも」など、比較的簡単に作れそうなも
の21 品目です。

▶「飛龍頭いも」すりおろした生のサツマイモに豆腐を少し加
え、銀杏、きくらげ、麻の実、もやしなどを包んで油で揚げ
ます。
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絶品の「塩焼いも」「塩蒸焼いも」の料理方法。

①田楽いも
生のサツマイモをすりおろして作る料理は、
蒸したものをつぶして作るのとは違う甘さが
あります。

③ふはふはいも
その名のとおり“ふわふわ” です。だ
し汁との相性が良く、なめらかなのど
ごしで何杯でも食べられます。

※いずれも筆者が調理したものを撮影。

②樺焼いも
魚の蒲焼風に作りました。サツマイモ
の甘さと山椒醤油の塩味で、箸がす
すみます。

「妙品」
　形よし味よしの料理です。「加

か す て ら

須底羅いも」、「月
つ き ひ

日いも」
など、28 品目です。

▶「加須底羅いも」すりおろした生のサツマイモに卵、砂糖を加
えて焼きます。

▶「月日いも」皮をむいた大きめのサツマイモを薄く切って熱湯
に浸し、取り出してから砂糖味噌で味をつけて編笠の形に折り
ます。

「絶品」
　妙品よりも優れていて絶妙の調和がある料理です。「田楽
いも」（下画像①）、「樺焼いも」（②）、「ふはふはいも」（③）
など、11品目です。絶品の最後から二番目は「塩焼いも」で、

『甘藷百珍』の最後を飾る絶品は「塩蒸やきいも」です。

▶「田楽いも」すりおろした生のサツマイモを蒸して田楽にします。

▶「樺焼いも」すりおろした生のサツマイモを蒸して、海苔をひっ
つけ、ごま油をひいて山椒醤油を付けて焼きます。

▶「ふはふはいも」すりおろした生のサツマイモをすり鉢ですっ
て濾して卵を混ぜて、醤油のだし汁にお酒を足して煮立てた中
にすくい入れます。

▶「塩焼いも」皮をむいて切り、塩を振って遠火で焼きます。

▶「塩蒸やきいも」サツマイモを水に浸して、塩をびったりとぬり、
炭火にうずめて蒸し焼きにします。

調理例
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1 『豆腐百珍』曽谷学川 輯　藤屋善七　天明2［1782］
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2536494
2 『鯛百珍料理秘密箱』器土堂主人 ［著］　西村市郎右衛門［ほか5名］　天明5 [1785]
＜請求記号 121-103＞
3 『海鰻百珍』梶川七郎兵衛［ほか3名］　寛政7［1795］＜請求記号 182-149＞
4『蒟蒻百珍』 嗜蒻陳人 ［著］　［江戸後期］
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2536696
5 『宝暦現来集』山田桂翁 ［著］　［写］＜請求記号 211-537＞

（国書刊行会 編『近世風俗見聞集　第三』国書刊行会　1912
（http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1750791）所収）

○参考文献
いも類振興会 編『焼きいも事典　美味しさ・栄養・品種・栽培・焼き方・料理・歴史・文化』
いも類振興会　2014.10＜請求記号 RB2-L43＞

（右上）「名所江戸百景　びくにはし雪中」
歌川広重（1世） 画　魚屋栄吉　安政５［1858］（『名所江戸百景』所収）
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1312350
現在の東京の有楽町駅の近くにあった比丘尼橋の風景を描いています。右側に焼きいも屋
の「○やき」「十三里」の看板が見えます。左側に描かれた「山くじら」はイノシシ肉などの
獣肉のお店の看板です。

（上）『東都歳事記 4 巻付録1巻』斎藤月岑 編　長谷川雪旦 画　長谷川雪堤 補画
須原屋茂兵衛，須原屋伊八　天保 9［1838］
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/8369318/21
江戸と江戸近郊の年中行事を解説した『東都歳事記』の挿絵に、「○焼」「八里半」の看板
が見えます。

（右下）『金儲花盛場 2 巻』十返捨一九（1世） 作　歌川安秀 画　山口屋藤兵衞　文政13
［1830］
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/10301737/9
十返舎一九の『金儲花盛場』には、高貴なお姫様が焼きいもを買い求めた話が登場し、「八
里繁昌　うれるやきいも」とあります。

描かれた焼きいも屋
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写真を読む
資料の世界の歩き方

葦
あ し な

名  ふ み

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
写
真
や
映
像
が
あ
ふ
れ
る
中
、

図
書
館
や
文
書
館
の
持
つ
ビ
ジ
ュ
ア
ル
な
情
報
資
源
の
価

値
も
再
発
見
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

国
立
国
会
図
書
館
も
ま
た
、
写
真
集
を
多
数
収
蔵
し
て

い
ま
す
。
そ
の
傍
ら
、
近
現
代
の
肖
像
写
真
を
提
供
す
る

電
子
展
示
会
「
近
代
日
本
人
の
肖
像
」
な
ど
を
通
じ
、
写

真
の
画
像
と
し
て
の
循
環
を
支
え
、
時
代
や
事
象
の
イ

メ
ー
ジ
を
表
現
す
る
こ
と
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

　

翻
っ
て
、
既
に
流
布
し
て
い
る
画
像
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

写
真
は
何
か
、ど
ん
な
背
景
で
撮
ら
れ
た
も
の
か
、と
い
っ

た
謎
解
き
も
写
真
を
読
み
解
く
上
で
の
醍
醐
味
で
す
。

　

こ
の
新
連
載
（
不
定
期
）
で
は
、
当
館
の
知
ら
れ
ざ
る

写
真
や
関
連
記
録
―
―
当
館
の
写
真
帖
、
新
聞
に
掲
載
さ

れ
た
写
真
、
政
治
家
や
軍
人
の
旧
蔵
写
真
（
憲
政
資
料
室

所
蔵
）
―
―
な
ど
に
材
を
と
り
な
が
ら
、「
写
真
の
読
み
方
」

を
ご
紹
介
し
ま
す
。
特
に
読
み
解
き
方
が
難
し
い
古
い
写

真
の
撮
影
技
法
や
撮
影
の
背
景
事
情
に
も
注
目
し
て
み
ま

す
。

　

第
１
回
は
、
写
真
を
撮
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
き
わ
め

て
意
識
的
で
あ
っ
た
、
あ
る
政
治
家
に
つ
い
て
取
り
上
げ

ま
す
。

「資料の世界の歩き方」は、
国立国会図書館の所蔵する資料
のうち、少し難しそうな資料を
取り上げて、その「読み方」を

まなぶシリーズです。

各写真の出典は p.14
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西園寺公望と写真

　

写
真
と
個
性
的
な
出
会
い
方
を
し
た
一
人
の

著
名
な
政
治
家
が
い
ま
す
。
そ
の
人
は
、
上
の

よ
う
な
写
真
を
残
し
て
い
ま
す
。
さ
り
げ
な
い

日
常
に
見
え
て
、
文
房
具
の
配
置
は
ど
こ
か
作

為
的
で
、
え
も
い
わ
れ
ぬ
緊
張
感
も
感
じ
さ
せ

る
一
葉
で
す
。

　

こ
の
人
は
、第
一
二
代
・
一
四
代
首
相
に
し
て
、

最
後
の
元
老
・
西
園
寺
公
望
で
す
。
こ
の
小
稿

で
は
、
趣
味
人
、
フ
ラ
ン
ス
通
と
さ
ま
ざ
ま
な

評
の
与
え
ら
れ
た
西
園
寺
公
望
と
写
真
と
の
知

ら
れ
ざ
る
関
わ
り
を
、
国
立
国
会
図
書
館
の
資

料
に
導
か
れ
な
が
ら
辿
っ
て
み
ま
す
。

写
真
嫌
い
？

　

西
園
寺
公
望
と
写
真
―
―
こ
の
こ
と
を
考
え

る
と
き
、
西
園
寺
は
果
た
し
て
一
般
に
言
わ
れ

る
よ
う
に
「
写
真
嫌
い
」
だ
っ
た
の
か
と
い
う

謎
に
突
き
当
た
り
ま
す
。
昭
和
一
五
（
１
９
４
０
）

年
の
新
聞
に
西
園
寺
の
「
写
真
嫌
ひ
の
秘
話
集
」

と
い
う
記
事
が
載
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

（
１
）
。
確

か
に
、
写
真
を
撮
ろ
う
と
す
る
カ
メ
ラ
マ
ン
に

対
す
る
西
園
寺
の
抵
抗
を
示
す
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

数
え
上
げ
る
と
き
り
が
あ
り
ま
せ
ん 

。

　

晩
年
の
西
園
寺
は
、
静
岡
県
興
津
（
坐
漁
荘
）

で
主
に
暮
ら
し
、
季
節
や
所
用
に
応
じ
て
駿
河

台
（
本
邸
）、京
都
（
清
風
荘
）、御
殿
場
（
別
邸
）

を
行
き
来
し
た
た
め
、
邸
宅
間
の
往
来
は
貴
重

2 坐漁荘の前でたたずむ西園寺
＜憲政資料室収集文書 1477-60 ＞

第1回

1 静岡県興津の別荘・坐漁荘のサンルームにて
＜原田熊雄関係文書 92 ＞
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な
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
と
な
り
ま
し
た
。
西

園
寺
は
し
ぶ
し
ぶ
と
撮
ら
せ
た
も
の
の
、
し
つ

こ
い
場
合
は
怒
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
昭
和

九
（
１
９
３
４
）
年
七
月
三
日
に
興
津
か
ら
御

殿
場
に
避
暑
に
出
か
け
る
際
に
、
興
津
駅
の
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
新
聞
各
社
の
写
真
班
が
カ

メ
ラ
を
入
れ
替
わ
り
立
ち
替
わ
り
向
け
た
と
こ

ろ
、「
無
礼
者
！
」
と
大
喝
し
、
駅
は
大
騒
ぎ

と
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　
『
東
京
日
日
新
聞
』
の
、
あ
る
西
園
寺
付
の
記

者
は
、
西
園
寺
が
晩
年
を
過
ご
し
た
興
津
の
別

荘
「
坐
漁
荘
」
の
裏
庭
を
散
歩
す
る
姿
を
撮
る

際
に
、
清
水
か
ら
興
津
ま
で
一
里
の
道
を
毎
朝

二
か
月
間
通
っ
た
あ
げ
く
、
昭
和
六
（
１
９
３
１
）

年
三
月
二
二
日
に
な
っ
て
よ
う
や
く
漁
船
の
影

に
身
を
潜
め
て
撮
影
で
き
た
と
―
―
い
さ
さ
か

大
袈
裟
に
も
思
え
る
よ
う
な
話
を
―
―
後
年
に

回
顧
し
て
い
ま
す

（
２
）
。

　
肖
像
写
真
の
贈
呈

　

し
か
し
、
西
園
寺
は
自
分
の
肖
像
写
真
を
贈

呈
す
る
習
慣
を
持
ち
、
そ
の
始
ま
り
は
少
な
く

と
も
明
治
四
（
１
８
７
１
）
年
に
遡
り
ま
す
。
こ

の
時
期
に
写
真
贈
呈
を
開
始
し
た
の
は
、
日
本

人
と
し
て
か
な
り
早
い
部
類
に
属
し
、「
写
真

嫌
い
」
と
い
う
評
価
は
、
一
面
的
に
も
思
わ
れ

ま
す
。

西園寺公望 （1849-1940）
父は右大臣徳大寺公純。西園寺師季の養子
となる。戊辰戦争に参加。明治 4(1871) 年、
フランス留学。滞仏 10 年ののち帰国し明
治法律学校を設立。中江兆民らと『東洋自
由新聞』を創刊。15 年伊藤博文の憲法調
査に随行し渡欧。オーストリア、ドイツ、ベルギー
各国の駐在公使をつとめる。帰国後、賞勲局総裁、
枢密顧問官など経て、第 2 次伊藤、第 2 次松方、
第 3 次伊藤各内閣の文相、外相となる。33 年枢
密院議長。36 年立憲政友会総裁。39 年首相と
なり、以後桂太郎と交互に首相をつとめた。大
正 8(1919) 年、パリ講和会議の全権委員。9 年
公爵。最後の元老として大正末期から昭和初期
にかけて、後継首相推薦の任にあたった。

3 御殿場から興津へ帰る途上の西園寺。御殿場駅にて。
昭和 13(1938) 年 9 月。
＜憲政資料室収集文書 1477-19 ＞

4 明治村（愛知県犬山市）に移築された坐漁荘。
（筆者撮影）
大正 9（1920）年に建てられた坐漁荘の建築や移築の
過程、歴史的資料をまとめた有用な文献として『西園寺
公望別邸「坐漁荘」修理工事報告書』博物館明治村 編著 , 
明治村 , 2015 < 請求記号 KA237-L113>
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西
園
寺
の
記
し
た

―
あ
る
い
は

―
受
け

取
っ
た
手
紙
は
、
写
真
の
授
受
が
い
か
に
行
わ

れ
た
か
を
見
出
す
好
史
料
と
も
な
り
ま
す

（
３
） 

。
西

園
寺
に
お
い
て
自
ら
の
肖
像
写
真
を
知
人
に
送

る
と
い
う
習
慣
は
、
十
年
弱
に
及
ぶ
フ
ラ
ン
ス

留
学
時
代
（
１
８
７
１
～
１
８
８
０
）
か
ら
断
続
的

に
続
い
て
い
く
よ
う
で
す
。

パ
リ
の
息
吹

　

パ
リ
到
着
か
ら
数
か
月
が
経
っ
た
明
治
四

（
１
８
７
１
）
年
六
月
二
七
日
、
西
園
寺
は
漢
学

の
師
匠
に
あ
た
る
伊
藤
輶
斎
宛
に
「
本
州
之
近

況
如
何
」「
縷
々
伝
聞
或
ハ
喜
或
ハ
憂
、
日
々

不
堪
相
想
候
」
と
望
郷
の
思
い
を
書
き
綴
り
つ

つ
、「
望
一
郎[

西
園
寺
の
こ
と
―
筆
者
註]

写

真
御
慰
ミ
ニ
献
上
候
」
と
写
真
を
送
っ
て
い
ま

す
（
４
）。
ま
た
同
年
九
月
三
〇
日
、
西
園
寺
家
の
留

守
を
預
か
る
橋
本
実
梁
宛
に
「
写
真
一
枚
献
上

候
。
於
御
笑
留
は
畏
入
存
候
」
と
写
真
を
送
付

し
て
い
ま
す

（
５
） 

。

　

西
園
寺
留
学
時
の
パ
リ
は
、
名
刺
交
換
な
ら

ぬ
写
真
交
換
の
流
行
期
で
し
た
。
滞
仏
時
期
が

重
な
り
交
友
を
結
ん
だ
中
江
兆
民
が
残
し
た
在

仏
時
代
の
ア
ル
バ
ム
（
画
像
６
）
は
、
い
わ
ゆ

る
名
刺
判
写
真
（
カ
ル
ト
・
ド
・
ヴ
ィ
ジ
ッ
ト
）

な
ど
、
肖
像
写
真
の
宝
庫
で
あ
る
と
同
時
に
、

パ
リ
の
息
吹
を
鮮
や
か
に
今
に
伝
え
ま
す
。

5 フランス留学出発前の西園寺
『西園寺公望伝』木村毅著 , 伝記刊行
会 , 1937 ＜請求記号 747-168 ＞

7 在仏時代の兆民が両親にあてた絵手
紙。写真にはリヨンのサン・ジャン大
聖堂が見える。
中江兆民書簡　中江柳・中江虎馬宛 
1873 年 1 月 3 日付＜中江兆民関係文
書 23 ＞

6 中江兆民の在仏時代のウィンドウ
アルバム。受け取ったり購入したり
した写真を差し込んだ。
＜中江兆民関係文書 48 ＞ 
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陸
奥
宗
光
と
西
園
寺
公
望

　

西
園
寺
が
写
真
に
託
し
た
心
情
を
特
に
よ
く

物
語
る
の
が
、
陸
奥
宗
光
と
の
手
紙
の
遣
り
取

り
で
す
。
早
逝
し
た
陸
奥
が
遺
言
で
西
園
寺
に

墓
碑
の
揮
毫
を
頼
ん
だ
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も

あ
り
ま
す
が
、
西
園
寺
は
陸
奥
の
実
力
を
見
出

し
、
二
人
は
厚
い
友
情
に
結
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
巡
遊
か
ら
の
帰
国
後
、
外
務
省

に
奉
職
し
て
い
た
陸
奥
が
、
西
園
寺
（
明
治

二
〇（
１
８
８
７
）
年
六
月
か
ら
任
・
駐
ベ
ル
リ
ン
・

ド
イ
ツ
帝
国
公
使
兼
ベ
ル
ギ
ー
公
使
）
に
自
ら

の
写
真
を
送
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

西
園
寺
は
、
明
治
二
一
（
１
８
８
８
）
年
一
〇

月
二
日
に
陸
奥
の
手
紙
と
写
真
を
受
け
取
り
、

一
一
月
五
日
に
、礼
状
を
し
た
た
め
ま
し
た
（
画

像
８
）。「
不
相
見
一
裘
葛
日
夜
奉
恋
々
候
処
写

真
御
恵
投
被
下
千
謝
不
啻
候
。
随
而
拙
影
一
枚

供
清
玩
度
於
御
笑
留
ハ
何
幸
如
之
」
と
異
国
で

の
寂
し
さ
を
陸
奥
の
写
真
に
よ
っ
て
慰
め
ら
れ

た
と
、
直
截
な
表
現
で
陸
奥
に
対
し
て
感
謝
の

意
を
綴
り
ま
す
。

　

そ
の
上
で
、
陸
奥
に
写
真
を
送
ろ
う
と
写
真

撮
影
を
試
み
、
返
信
が
遅
く
な
っ
た
こ
と
を
詫

び
て
い
ま
す

（
６
） 

（「
小
生
六
月
の
終
よ
り
巴
黎
ニ
遊

十
月
二
日
伯
林
ニ
帰
候
。
尊
書
ハ
当
日
拝
受
候

処
実
ハ
小
生
写
真
を
呈
度
と
右
為
写
取
候
間
日

時
を
費
、
貴
答
延
引
候
段
御
海
恕
是
祈
」）。

陸奥宗光と陸奥亮子
　ヨーロッパ外遊中の陸奥宗光もまた、
遠方の地にあって、妻・亮子に「西洋服
の半身」の写真を上手な写真師に撮らせ
て送るよう、注文を付けています。美人
の誉れ高く、「鹿鳴館の華」と謳われた亮
子は、西洋服の半身の有名な写真を残し
ています。この写真が宗光の注文に応じ
て撮られたものかどうかは断定できませ
んが、写真の由来を示すかもしれない手
紙として、興味深いところです。

8 西園寺から陸奥への手紙（写） 
明治 21(1888）年 11 月 5 日付＜陸奥宗光関係文書 27-1 ＞

9 陸奥宗光から陸奥亮子（妻）宛の書簡
明治 17（1884）年 6 月 16 日付＜陸奥宗光関係文書 55-6 ＞

陸奥亮子肖像　『憲政五十年史　画譜』
補再版　画譜憲政五十年史刊行会編　
1942 ＜請求記号 430-121 イ＞
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は
に
か
む
西
園
寺

　

西
園
寺
に
お
い
て
自
ら
の
肖
像
写
真
を
贈
る

慣
習
は
、
懇
意
の
、
ご
く
限
定
さ
れ
た
相
手
に

対
す
る
も
の
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
写
真
を
送
る

際
の
手
紙
を
繙
く
と
、、西
園
寺
は
「
御
笑
草
に
」

な
ど
と
書
き
添
え
、
含
羞
や
は
に
か
み
を
示
す

こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
す
。
竹
越
与
三
郎
（
政

治
家
・
歴
史
家
）
に
対
し
て
は
、「
政
友
会
総

裁
と
な
り
て
の
写
真
、
御
笑
草
に（

７
）」
と
、
内
藤

湖
南
（
東
洋
史
学
者
）
に
対
し
て
は
「
写
真
二

枚
い
づ
れ
も
略
服
着
用
欠
敬
ニ
候
得
共
御
笑
草

ニ
呈
上
候

（
８
） 

」
と
い
っ
た
具
合
で
す
。

 

珍
し
い
〝
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
〟
の
写
真

　

そ
の
西
園
寺
が
、
自
ら
興
津
に
あ
る
自
邸
・

坐
漁
荘
の
室
内
で
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
自
分
の
写

真
を
撮
ら
せ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
興
津
の
園

芸
試
験
場
に
勤
務
経
験
の
あ
る
熊
谷
八
十
三
（
西

園
寺
の
執
事
的
な
役
割
も
務
め
た
）
が
、
と
あ

る
技
師
・
木
島
常
司
の
撮
っ
た
富
士
山
の
写
真

を
西
園
寺
に
見
せ
た
と
こ
ろ
、
自
邸
に
招
き
入

れ
て
撮
ら
せ
る
こ
と
を
納
得
し
た
と
い
う
非
常

に
珍
し
い
状
況
で
し
た

（
９
） 

。

　

木
島
は
、
プ
ロ
の
写
真
師
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

画
像
11
は
彼
の
撮
影
し
た
写
真
の
う
ち
の
一
葉

で
す
。

　

被
写
体
が
珍
し
す
ぎ
る
た
め
、
写
真
の
巧
拙

10 坐漁荘の応接間兼洋間
中央は電気式暖房機（電熱器を配し、マントルピース風に整
えられている）。熊谷八十三の日記「又新日録」（昭和 4 年 11
月 27 日付＜熊谷八十三関係文書 49>）によれば、「中野愛之
助氏来テ洋間ニ洋画ヲ掛ケル　Claud Monet の公園ノ景　之
が一万円トカヤ （中略）Oufeu, Palaise des Doges á Venise  
次ガ水彩画デ Gouking Marive アリ」とある。絵画が架され
ていた時期の応接間の様子を示す稀少な写真。
＜憲政資料室収集文書 1477-11 ＞

11 マッシュルームの水煮（仏国製の缶詰を開
きたるもの）
木島常司『マツシユルームの栽培』誠文堂書店 , 
1928 ＜請求記号 586-49 ＞
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を
判
じ
難
い
で
す
が
、
こ
の
水
煮
を
撮
影
し
た

木
島
は
、
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
の
普
及
に
尽
く
し

た
興
津
の
試
験
場
の
技
師
で
し
た
。
上
下
を
返

し
た
り
し
な
が
ら
、光
線
も
入
れ
る
。
マ
ッ
シ
ュ

ル
ー
ム
へ
の
思
い
入
れ
の
深
さ
を
感
じ
さ
せ
る

一
枚
で
す
。

　

木
島
は
昭
和
五
（
１
９
３
０
）
年
一
月
に
坐
漁

荘
に
お
い
て
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。
後
日
、
現

像
が
出
来
上
が
り
、
木
島
は
写
真
へ
の
サ
イ
ン

を
西
園
寺
に
希
望
し
ま
す
が
、
現
像
の
際
の
控

え
の
写
真
を
持
つ
こ
と
は
許
可
さ
れ
た
も
の

の
、
サ
イ
ン
は
断
ら
れ
ま
し
た

（
１
０
） 

。

　

当
の
撮
影
者
（
木
島
）
は
、
サ
イ
ン
入
り
の

写
真
を
手
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
西
園
寺
は
木
島
撮
影
の
写
真
に

直
筆
で
サ
イ
ン
を
記
し
、
興
津
の
試
験
場
に
勤

め
て
い
た
こ
と
も
あ
る
石
原
助
熊
に
贈
り
ま
し

た
。
上
の
写
真
が
ま
さ
に
そ
れ
で
す
（
近
年
、

当
館
憲
政
資
料
室
に
寄
贈
さ
れ
た
「
石
原
助
熊
・

よ
し
関
係
文
書
」
に
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
）（
画

像
12
）。
背
景
か
ら
、
坐
漁
荘
の
応
接
間
に
あ

る
マ
ン
ト
ル
ピ
ー
ス
風
に
整
え
ら
れ
た
電
気
式

暖
房
機
（
画
像
10
参
照
）
の
前
で
の
撮
影
と
断

定
で
き
ま
す
。

　

同
じ
シ
ョ
ッ
ト
の
写
真
は
、
サ
イ
ン
の
上
、

昭
和
五
（
１
９
３
０
）
年
三
月
一
七
日
に
も
、
原

嘉
道
（
元
司
法
相
）
の
手
元
に
届
け
ら
れ
ま
し

12 坐漁荘の応接間にて　
右肩にある「石原老兄」とは、写真を
贈られた相手である石原助熊（1871 – 
1942）のこと。石原の母は大久保利通
の姉・みね。帝国大学農科大学卒、園芸
研究に生きた石原は興津の坐漁荘にも出
入りし、その出入りは「木戸御免」だっ
たといわれる。額縁は竹製。竹を愛した
西園寺へのオマージュだろう。
＜石原助熊・よし関係文書 17 ＞
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た
。
西
園
寺
公
の
写
真
を
所
望
し
て
い
た
原
の

希
望
を
原
田
熊
雄
（
秘
書
）
が
取
次
ぎ
、
西
園

寺
が
特
使
に
届
け
さ
せ
た
も
の
で
す
。
写
真
と

同
時
に
届
け
ら
れ
た
手
紙
の
中
で
、
西
園
寺
は

「
甚
不
出
来
」「
於
御
𠮟
留
ハ
大
幸
不
過
之
」
と

撮
影
の
悪
さ
を
強
調
し
ま
す

（
１
１
） 

。
慎
み
深
さ
を
発

揮
し
た
文
面
と
い
う
べ
き
か
、
よ
り
良
い
写
真

を
期
待
し
た
の
か
、
本
音
は
読
め
ま
せ
ん
。

新
聞
記
者
と
の
攻
防

　

西
園
寺
の「
写
真
嫌
い
」の
評
の
背
景
に
あ
っ

た
第
一
の
理
由
と
し
て
は
、
実
務
上
の
問
題
が

ま
ず
考
え
ら
れ
ま
す
。
西
園
寺
は
首
相
選
定
に

晩
年
ま
で
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
最
後
の
元
老

で
す
。
坐
漁
荘
へ
の
来
訪
者
の
動
静
は
、
政
局

の
変
事
に
お
い
て
は
、
注
視
の
対
象
で
し
た
。

老
公
の　

寫
眞
輸お

く送
る
と　

わ
が
社
機
は　

さ

つ
き
空
た
か
く　

舞
ひ
あ
が
り
た
り

（
１
２
）

 　

　

西
園
寺
付
の
あ
る
新
聞
記
者
に
よ
る
歌
で

す
。
昭
和
七
（
１
９
３
２
）
年
五
月
、
犬
養
内
閣

が
五
・
一
五
事
件
に
よ
っ
て
倒
れ
た
た
め
、
五

月
一
九
日
に
は
、
齢
八
四
歳
の
西
園
寺
が
後
継

首
相
の
奉
答
の
た
め
に
上
京
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
写
真
電
送
が
本
格
化
す
る
前
の
こ
と
、

新
聞
各
社
は
速
報
の
写
真
を
送
る
た
め
に
伝
書

伝書鳩（イメージ図）。通信筒は
足に付けることも多い。

13『西園寺公追憶』中央大学 , 1942 ＜請求記号　
W346-48 ＞

14 西園寺公望伝編纂部 編『西園寺公望伝 第 1 輯』
西園寺公望伝編纂部 ,1934 ＜請求記号 640-186 ＞

（
絵
・
正し

ょ
う
ぼ保 

五さ
つ
き月
）
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鳩
を
用
意
し
た
り
、
海
に
面
し
た
坐
漁
荘
か
ら
、

海
路
を
経
て
飛
行
機
で
東
京
に
運
ぶ
な
ど
の
対

応
を
取
っ
た
り
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

体
調
不
良
程
度
で
も
大
袈
裟
に
報
じ
ら
れ
れ

ば
政
治
的
な
憶
測
を
呼
び
、
警
備
に
支
障
を
き

た
す
。
あ
る
い
は
西
園
寺
が
目
立
て
ば
元
老
批

判
を
生
む
。
そ
う
し
た
状
況
が
加
速
す
る
中
で
、

西
園
寺
や
そ
の
周
囲
は
、
写
真
に
限
ら
ず
偶
発

的
な
ス
ク
ー
プ
を
と
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、

慎
重
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

自
己
イ
メ
ー
ジ
の
堅
持

　

も
う
一
つ
の
理
由
と
し
て
浮
か
び
上
が
る
の

は
、
端
然
と
し
た
自
己
を
作
り
、
そ
う
し
た
イ

メ
ー
ジ
を
崩
す
ま
い
と
す
る
一
貫
し
た
姿
勢
で

す
。

　

西
園
寺
が
亡
く
な
っ
た
の
は
昭
和
一
五

（
１
９
４
０
）
年
一
一
月
二
四
日
（
享
年
九
二
歳
）

の
こ
と
で
す
が
、
西
園
寺
は
嗣
子
・
八
郎
に
対

す
る
遺
言
（
覚
書
）
に
お
い
て
、
死
後
の
写
真

を
撮
ら
な
い
よ
う
、
指
示
し
て
い
ま
す

（
１
３
） 

。

一
、
デ
ス
マ
ス
ク
並
に
死
顔
の
写
真
は
絶
体
写
す
べ

か
ら
ず
。

二
、
我
が
伝
記
編
纂
す
べ
か
ら
ず
、
す
る
者
有
ら

ば
一
切
断
る
事
。
並
に
銅
像
彫
刻
も
同
じ
。

三
、
私
書
並
に
報
告
類
等
総
べ
て
焼
却
し
終
れ
り
。

15 最後の病状発表。熊
谷八十三執事の周りに
群がり、メモを取る記
者たち。昭和 15（1940)
年 11 月。
＜憲政資料室収集文書 
1477-82 ＞

16 霊輿を運ぶ人々。西園寺の棺は坐漁荘から国葬
のために特別列車で東京に運ばれる。柱の陰にカメ
ラを構える人物も見える。昭和 15（1940）年 11
月 28 日。
＜憲政資料室収集文書 1477-35 ＞
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四
、一
切
の
書
物
並
に
印
・
硯
・
骨
董
の
類
は
公
一
と

相
談
の
事
。
但
し
急
に
処
分
す
べ
か
ら
ず
。
よ
く
よ

く
取
調
の
上
処
分
す
べ
し
。(

後
略
）

　　

死
後
の
写
真
撮
影
の
禁
止
に
ま
で
言
及
し
た
異

色
の
遺
書
で
す
。
周
囲
が
死
顔
を
撮
ろ
う
と
す
る

か
も
し
れ
な
い
、
と
の
恐
れ
が
遺
言
か
ら
垣
間
み

え
ま
す
。
五
・
一
五
事
件
の
後
、
と
き
の
犬
養
首
相

の
デ
ス
マ
ス
ク
が
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
こ
と
を
考

え
れ
ば
、
西
園
寺
の
心
配
も
あ
な
が
ち
的
外
れ
と

は
い
え
ま
せ
ん
。
病
床
に
あ
っ
た
西
園
寺
の
一
挙

手
一
投
足
は
記
事
に
報
じ
ら
れ
、
日
比
谷
公
園
で

一
二
月
五
日
に
行
わ
れ
た
西
園
寺
の
国
葬
は
盛
大

な
も
の
と
な
り
ま
す
。

　

仮
に
、
政
治
家
や
ア
イ
ド
ル
で
な
く
と
も
、
あ

ら
ま
ほ
し
き
自
己
イ
メ
ー
ジ
を
残
し
た
い
と
考
え

る
こ
と
は
当
然
の
感
覚
で
す
。し
か
し
、西
園
寺
は
、

そ
の
影
響
力
の
大
き
さ
か
ら
も
、
自
己
の
イ
メ
ー

ジ
に
過
敏
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
よ
う
に
も

思
わ
れ
ま
す
。
九
二
年
間
の
生
涯
の
間
に
写
真
や

撮
影
を
め
ぐ
る
技
術
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す

が
、
死
の
直
前
ま
で
カ
メ
ラ
に
追
わ
れ
た
西
園
寺

と
写
真
と
の
付
き
合
い
方
か
ら
は
、
慎
み
深
さ
と

自
意
識
、
そ
の
両
方
が
増
幅
さ
れ
た
形
で
顕
わ
に

な
っ
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
の
で
す
。

17 原田熊雄の家族アルバムより。原田は
西園寺公望の秘書役をつとめた。少女た
ちの視線の先にはアルバムがある。原田
はカメラに凝り、スーパーイコンタ（1934
年に発売されたスプリングカメラ）を入
手したと伝えられる。
＜原田熊雄関係文書 84 ＞

1 『朝日新聞』1940 年 11 月 28 日付
2 北野慧『人間西園寺公』大鳥書院 , 1941 ＜請求記号 289-Sa22-4 ウ＞

pp.181-184
3 西園寺の関係書簡集としては、その発信書簡が意欲的に収集された立命館

大学西園寺公望伝編纂委員会 編『西園寺公望伝 別巻 1』 岩波書店 , 1996 
＜請求記号 GK123-E61 ＞や山崎有恒 , 西園寺公望関係文書研究会 編著

『西園寺公望関係文書』中西印刷出版部 , 松香堂書店 , 2012 ＜請求記号 
GK191-L35 ＞ 

　西園寺の最近の伝記的文献として、岩井忠熊『西園寺公望　最後の元老』 （岩
波新書）岩波書店, 2003 ＜請求記号 GK123-H4 ＞；永井和『西園寺公望　

　 政党政治の元老』 ( 日本史リブレット人 ; 090） 山川出版社 , 2018 ＜請求
記号 GK191-L759 ＞；伊藤之雄『元老西園寺公望　古希からの挑戦（文
春新書 ) 』文藝春秋 , 2007 ＜請求記号 GK123-J2 ＞

4 同上『西園寺公望伝 別巻 1』pp.22-23
5 西園寺公望関係文書（橋本実梁旧蔵） 5 （同上『西園寺公望伝 別巻 1』p.214）
6 陸奥宗光関係文書 27-1 （同上『西園寺公望伝 別巻 1』p.260）
7 明治 36 年 8 月 3 日付（同上『西園寺公望伝 別巻 1』p.159）
8 昭和 4 年 8 月 2 日付（同上『西園寺公望伝 別巻 1』p.184）
9 『朝日新聞』1940 年 11 月 28 日付
10 「又新日録」熊谷八十三関係文書 49, 1940 年 2 月 9 日付
11 中央大学 編『西園寺公追憶』中央大学 , 1942 ＜請求記号 W346-68 ＞  

pp.6-7
12 北野慧『人間西園寺公』大鳥書院 , 1941 ＜請求記号 289-Sa22-4 ウ >p.241 
13 立命館大学西園寺公望伝編纂委員会 編『西園寺公望伝 第 4 巻』岩波書店 , 

1996 < 請求記号 GK123-E61 ＞ pp.435-436, p.443

p.5 の写真右上から時計回りに、『幕末名家寫眞集 第 [1] 集』『大正震災写真
集 大正十二年九月』『大正元年海軍大演習写真帖』『滑空機 昭和 16 年版』『陸
軍特別大演習竝ニ御親閲記念寫眞帖』『京都名所帖』

当館所蔵の西園寺公望ゆかりの文書資料
「石原助熊・よし関係文書」興津にて西園寺を支えた技師の
資料。坐漁荘の資料も含まれる。

「小泉策太郎関係文書」西園寺の自伝をまとめた文筆家・政
治家の旧蔵文書。

「熊谷八十三関係文書」興津にて西園寺を支えた技師の日記。
坐漁荘における西園寺の動静についても詳しい。

「西園寺公望関係文書（橋本実梁旧蔵）」西園寺の滞仏時代
の書簡。

「中江兆民関係文書」書簡や出版関係書類等。

「原田熊雄関係文書」西園寺の秘書役を務めた原田熊雄の旧
蔵文書。「西園寺公と政局」の原稿。

「陸奥宗光関係文書」西園寺と親しかった陸奥の旧蔵書簡、
外交関係書類等。

※いずれも東京本館憲政資料室所蔵
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全
集
月
報
附
録
類
と
は
何
か

　　

本
を
買
う
と
、
し
お
り
や
刊
行
案
内
、

附
録
と
い
っ
た
も
の
が
、
ペ
ー
ジ
の
間
に

挟
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
つ
い

つ
い
読
ん
で
し
ま
う
こ
と
が
多
い
。

　

い
わ
ゆ
る
講
座
も
の
、
著
作
集
や
全
集

と
い
っ
た
シ
リ
ー
ズ
に
は
、
た
い
て
い
の

場
合
は
、
一
冊
ご
と
に
「
○
○
全
集
月
報
」

「
□
□
著
作
集
し
お
り
」
と
銘
打
っ
た
も

の
が
、
本
の
な
か
に
挟
ま
れ
て
い
る
。
全

集
な
ど
が
刊
行
さ
れ
る
た
び
に
、
お
ま
け

と
し
て
つ
い
て
き
て
、
執
筆
者
や
知
人
な

ど
関
係
者
の
エ
ッ
セ
イ
、
読
者
の
声
、
次

回
配
本
予
告
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

よ
く
よ
く
考
え
て
み
る
と
、「
月
報
」

は
月
ご
と
の
報
告
書
や
レ
ポ
ー
ト
の
略
称

で
、
こ
の
記
事
が
載
っ
て
い
る
『
国
立
国

会
図
書
館
月
報
』
は
国
立
国
会
図
書
館
が

毎
月
刊
行
し
て
い
る
広
報
誌
で
あ
る
。
全

集
や
著
作
集
の
し
お
り
や
附
録
を
「
月
報
」

と
称
す
る
の
は
、
必
ず
し
も
毎
月
出
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
少
々
不
思
議
な

表
現
と
い
え
る
。

　

各
種
、
書
物
や
図
書
館
学
の
辞
典
類
を

引
い
て
み
る
と
、『
図
書
館
用
語
辞
典（

１
）』、『
日

本
近
代
文
学
大
事
典　

第
4
巻（

２
）』に
は
、「
月

報
」
の
項
目
は
あ
る
も
の
の
、
残
念
な
こ

と
に
参
考
文
献
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。

　

そ
こ
で
、W

ikipedia

を
見
る
と
「
月

報
」
の
項
目
の
中
で
全
集
月
報
に
言
及
し

て
お
り
、
一
通
り
の
説
明
と
と
も
に
、
注

で
次
の
文
献
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
。
そ
の

文
献
は
、
日
本
研
究
者
で
あ
る
マ
イ
ケ

ル
・
Ｐ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
「
月
報
へ
の
学

術
的
ア
ク
セ
ス
の
深
化
―
記
事
索
引
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
を
目
指
し
て
」 (

英
文 "Journal 

of East Asian Libraries" 

Ｎ
ｏ
．
１
５
７ 

２
０
１
３
年
10
月（
３
）） 

で
、
論
文
自
体
は
英

文
で
あ
っ
た
が
、
先
行
研
究
や
典
拠
と
な

る
文
献
も
詳
し
く
紹
介
し
て
い
た（

４
）。
そ
れ

ら
の
記
述
を
、
ご
く
簡
単
に
ま
と
め
る
と

次
の
よ
う
に
言
え
そ
う
だ
。

・
海
外
に
は
こ
の
よ
う
な
も
の
は
な
く
、

日
本
の
出
版
物
に
固
有
の
も
の
ら
し
い
（
５
）
。

・
本
文
の
正
誤
表
の
み
な
ら
ず
、
書
誌
、

個
人
の
回
想
な
ど
、
研
究
資
料
や
読
み
物

と
し
て
の
価
値
を
有
す
る
。
改
造
社
の『
現

代
日
本
文
学
全
集
』
の
「
改
造
社
文
学
月

報
」（
昭
和
２
年
１
月
）
が
そ
の
嚆
矢
に

あ
た
り
、
発
行
者
の
Ｐ
Ｒ
誌
の
面
も
持
つ
。

散
逸
す
る
こ
と
が
多
い

（
６
）
。

・
図
書
館
で
は
、
本
体
で
あ
る
全
集
等
に
貼

り
付
け
た
り
、
製
本
す
る
こ
と
が
あ
る

（
７
） 

。

　

国
立
国
会
図
書
館
で
の
月
報
附
録
類

（
以
下
、
全
集
月
報
ま
た
は
月
報
と
記
す
）

の
所
蔵
状
況
は
、
戦
後
の
も
の
に
比
べ
て
、

戦
前
の
も
の
が
大
変
少
な
い
。
ま
ず
は
戦

前
の
も
の
を
い
く
つ
か
見
た
う
え
で
、
そ

の
理
由
を
考
え
て
み
た
い
。

戦
前
の
全
集
月
報
附
録
類鈴

木 

宏
宗

国
立
国
会
図
書
館
に
な
い
本
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戦
前
の
全
集
月
報
の
実
例

　　

文
学
関
係
の
月
報
に
つ
い
て
は
、
そ
の

始
ま
り
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
比
較
的
言

及
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
そ
こ
で
、

そ
こ
か
ら
少
し
ず
れ
る
も
の
を
筆
者
の
所

蔵
品
（
い
ず
れ
も
古
書
店
で
入
手
）
か
ら

紹
介
し
て
み
よ
う
。
と
は
い
え
、
戦
前
の

月
報
の
全
体
像
を
つ
か
ん
で
い
る
と
は
言

え
な
い
の
で
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
の
例
で
あ

る
。
そ
れ
で
も
様
々
な
形
が
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。

『
楚
人
冠
全
集
月
報
』
11
号
（
日
本
評
論
社
、

１
９
３
８
）　
（
Ａ
１
）

　

東
京
朝
日
新
聞
社
に
「
調
査
部
」
を
設

け
た
新
聞
記
者
で
あ
る
杉
村
広
太
郎
（
楚

人
冠
）
の
全
集
。
こ
の
全
集
は
Ｓ
Ｆ
作
家

の
星
新
一
も
若
い
こ
ろ
に
繰
り
返
し
読
み

影
響
を
受
け
た
と
い
う（

８
）。
本
体
よ
り
も
版

型
が
大
き
く
、
二
つ
折
り
で
挟
ま
れ
て
い

た
（
四
つ
折
り
の
も
の
も
あ
る
）。
月
報

の
ペ
ー
ジ
が
、
各
号
の
通
し
に
な
っ
て
い

る
。
月
報
を
ペ
ー
ジ
順
に
ま
と
め
て
お
い

た
り
、
１
冊
に
製
本
す
る
際
に
は
便
利
で

あ
る
が
、
か
え
っ
て
本
体
と
一
緒
に
は
残

り
に
く
い
か
も
し
れ
な
い
。

『
国
語
文
化
講
座
月
報
』
１
（
朝
日
新
聞
社
、

１
９
４
１
）（
Ａ
２
）

　

デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
表
紙
が
あ
り
、
あ
る

程
度
の
ペ
ー
ジ
（
16
ペ
ー
ジ
）
を
も
つ
小

冊
子
の
例
。
サ
イ
ズ
は
本
体
よ
り
も
小
さ

い
。
関
係
者
の
座
談
会
を
載
せ
る
な
ど
、

そ
れ
な
り
の
分
量
を
も
つ
。

『
明
治
文
化
』
１
号
（
日
本
評
論
社
、

１
９
２
７
）（
Ａ
３
）

　

吉
野
作
造
を
代
表
と
す
る
明
治
文
化
研

究
会
が
編
纂
し
た
『
明
治
文
化
全
集
』
の

月
報
に
あ
た
る（

９
）。
そ
の
初
号
で
は
「
月
報
」

で
は
な
く
「
雑
誌
」
と
う
た
っ
て
い
る
よ

う
に
、
体
裁
的
に
は
ほ
と
ん
ど
雑
誌
の
よ

う
に
見
え
る
。
大
き
さ
は
、
本
体
と
ほ
ぼ

同
じ
。『
明
治
文
化
全
集
』
の
刊
行
途
中

１
９
２
９
年
７
月
か
ら
は
、
こ
の
月
報
は

な
く
な
り
、
同
時
期
に
並
行
し
て
刊
行
し

て
い
た
同
研
究
会
の
機
関
誌
『
明
治
文
化

研
究
』
を
『
明
治
文
化
』
と
改
題
し
て
、

全
集
の
予
約
者
に
無
料
配
布
す
る
よ
う
に

な
っ
た

（
１
０
）（

22
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）。『
明
治
文

化
全
集
』
は
、「
そ
の
名
声
に
比
べ
経
営

的
に
は
必
ず
し
も
寄
与
し
た
と
は
い
え
な

か
っ
た
」
と
回
想（

１
１
）さ
れ
て
お
り
、
そ
の
た

め
、
一
種
の
合
理
化
が
行
わ
れ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。

　

こ
の
例
で
は
、
月
報
が
雑
誌
に
吸
収

さ
れ
た
形
に
な
っ
た
が
、
同
じ
日
本
評
論

社
で
は
、『
新
経
済
学
全
集
』（
１
９
３
９

～
）
に
『
経
済
往
来
』
と
い
う
小
冊
子
を

添
え
て
お
り
、
全
集
終
了
後
に
独
立
の
雑

誌
と
す
る
計
画
が
あ
っ
た

（
１
２
）。

ま
た
、
実
際

に
岩
波
書
店
で
は
『
岩
波
講
座
文
学
』
が

１
９
３
３
年
４
月
に
完
結
し
、
そ
の
附
録

『
文
学
』を
更
に
継
ぐ
も
の
と
し
て
同
月
に
、

新
雑
誌
『
文
学
』
を
創
刊
し
て
い
る

（
１
３
）。
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（Ａ１）（右）『楚人冠全集　第 11 巻』（日本評論社、1938）　
（左）『楚人冠全集月報』11 号（日本評論社、1938）　※ともに個人蔵

（Ａ2）（右）『国語文化講座　第 1 巻』　（朝日新聞社、1941）
（左）『国語文化講座月報』1（朝日新聞社、1941）　※ともに個人蔵

（Ａ3）（右）『明治文化全集　第 14 巻』（日本評論社、1927）　
（左）『明治文化』1 号（日本評論社、1927）　※個人蔵

（Ａ１）四つ折りのものもある。

（Ａ3）『明治文化全集』と『明治文化』はほぼ同じ大きさ。
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国
立
国
会
図
書
館
に
残
っ
て
い
る

も
の

　

さ
て
、当
館
に
あ
る
月
報
類
は
、「
リ
サ
ー

チ
・
ナ
ビ
」
の
「
全
集
月
報
・
付
録
類（

１
４
）」 

に
よ
る
と
、
残
っ
て
い
る
も
の
は
、
ほ
と

ん
ど
は
、
戦
後
１
９
５
０
年
代
以
降
の
も

の
で
あ
る
。『
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
全
集

月
報
・
付
録
類
目
録
』（
１
９
９
６
年
刊
）

の
「
は
し
が
き
」
に
よ
る
と
、
当
館
で
は

「
参
考
書
誌
部
（
現
専
門
資
料
部
）
に
お
い

て
参
考
業
務
を
補
完
す
る
た
め
こ
れ
ら
月

報
類
を
収
集
・
管
理
し
、
利
用
に
供
し
て
」

お
り
、『
出
版
事
典（

１
５
）』
の
「
月
報
」
の
項

で
は
国
立
国
会
図
書
館
で
提
供
し
て
い
る

と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

戦
前
刊
行
分
の
所
蔵
に
つ
い
て
は
ど
う

か
、大
ま
か
に
調
べ
て
み
る
。「
リ
サ
ー
チ・

ナ
ビ
」
に
記
さ
れ
て
い
る
検
索
方
法
に
し

た
が
っ
て
、
国
立
国
会
図
書
館
オ
ン
ラ
イ

ン
の
詳
細
検
索
画
面
で
請
求
記
号
を
「
Ｙ

９
１
＊
」、
出
版
年
を
「
１
９
４
５
」
ま
で

と
す
る
と
、45
件
の
デ
ー
タ
が
ヒ
ッ
ト
す
る
。

そ
れ
か
ら
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
と
し
て
重
複

し
て
ヒ
ッ
ト
し
た
も
の
10
件
を
引
い
て
35

件
、
そ
こ
に
右
記
の
目
録
の
補
遺
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
も
の
４
件
を
足
す
と
39
件
。

こ
の
ほ
か
に
も
紛
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
と

思
う
が
、
大
体
こ
れ
く
ら
い
で
あ
ろ
う
。

　

残
っ
て
い
る
も
の
を
実
際
に
い
く
つ
か

見
て
み
た
い
。
ほ
と
ん
ど
の
月
報
は
、
受

入
印
や
蔵
書
印
の
類
が
押
さ
れ
て
い
な

い
。
そ
の
た
め
、
そ
の
月
報
類
が
、
当
館

が
設
立
さ
れ
て
か
ら
集
め
た
も
の
か
、
国

立
図
書
館
（
帝
国
図
書
館
の
後
身
）
を
統

合（
１
６
）（
官
制
上
は
１
９
４
９
年
４
月
、
蔵
書

の
移
転
は
１
９
６
１
年
８
月
）
し
た
と
き

に
引
き
継
い
だ
も
の
な
の
か
を
厳
密
に
は

判
断
で
き
な
い
。

『
岩
波
講
座
教
育
科
学 

附
録 

教
育 

第
1
号

～
第
18
号　

第
10
号
～
第
12
号
』
岩
波
書

店
、１
９
３
１
．10
‐
１
９
３
３
．３（
Ｂ
１
）　

　

こ
れ
に
は
、
国
立
国
会
図
書
館
の
受
入

印
（
昭
和
25
．
４
．
25
）
が
押
さ
れ
て
お

り
、
受
入
日
の
わ
か
る
数
少
な
い
例
で
あ

る
。
確
実
に
戦
後
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
な
お
、
単
独
の
雑
誌
の
よ

う
に
見
え
る
が
、
あ
く
ま
で
も
『
岩
波
講

座
教
育
科
学
』
の
附
録
で
あ
る
。

『
相
馬
御
風
随
筆
全
集 

月
報　

第
１
号
～

（B1）（右）『岩波講座教育科学　第 1 冊』岩波書店、1931-33＜請求記号 370.8-I922-I＞
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1743713/3（国立国会図書館／図書館送信参加館内公開）
左上の「エト」は閲覧部図書課で製本を頼んだことを示す。そのあとのアルファベットと数字は
事務的なもの。

（中央・左）『岩波講座教育科学 附録 教育 第 1 号～第 18 号　第 10 号～第 12 号』
岩波書店、１９３１.10‐１９３３．３＜請求記号 Y91-E2004＞
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1908338（国立国会図書館／図書館送信参加館内公開）
中央の左上の「セサ」は専門資料部参考課で製本を頼んだことを示す。そのあとのアルファベッ
トと数字は事務的なもの。
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第
８
号
』
厚
生
閣
、
１
９
３
６
．
３
‐

１
９
３
７
．
４
（
Ｂ
２
）

　

第
１
号
を
見
る
と
、「
第
一
号
」「
昭
和

十
二
年
四
月
号
」
と
枠
外
に
あ
り
、
タ
イ

ト
ル
の
上
に
は
「
二
版
」
と
印
刷
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
全
集
本
体
の
第
１
巻
は
、
帝

国
図
書
館
所
蔵
（
昭
和
11
（
１
９
３
６
）

年
２
月
14
日
受
入（

１
７
））
と
当
館
所
蔵
（
昭
和

28
（
１
９
５
３
）
年
３
月
９
日
受
入
）（
上

画
像
）
と
の
二
種
類
あ
り
、
奥
付
を
み
る

と
前
者
は
昭
和
11
（
１
９
３
６
）
年
２
月

６
日
発
行
で
後
者
は
同
月
17
日
発
行
の
五

版
と
な
っ
て
い
る
。
前
者
が
、
こ
の
「
第

二
版
」
と
印
刷
さ
れ
て
い
る
月
報
と
一
緒

に
受
け
入
れ
ら
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
。

後
者
は
昭
和
11
（
１
９
３
６
）
年
の
刊
行

で
は
あ
る
が
、
出
版
社
は
そ
こ
に
昭
和
12

（
１
９
３
７
）年
４
月
に
新
た
に
刷
っ
た「
第

二
版
」
の
月
報
を
挟
み
販
売
し
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
戦
後
、
当
館
が
一
緒

に
入
手
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
に
戦
前
の
月
報
類
は
、
戦
後
、

当
館
が
戦
前
の
全
集
類
を
収
集
し
た
際
に

集
ま
っ
た
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
ま
た
は
、
そ
の
可
能
性
は
低

い
か
も
し
れ
な
い
が
、
月
報
類
だ
け
入
手

し
た
こ
と
も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（B2）（右）『相馬御風随筆全集　第 1 巻』厚生閣、1936＜請求記
号 914.6-So629s2 ＞ http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/
pid/1883663/4（国立国会図書館／図書館送信参加館内公開）
左上の「エト」は閲覧部図書課で製本を頼んだことを示す。そのあと
のアルファベットと数字は事務的なもの。

（下）『相馬御風随筆全集 月報　第 1 号』厚生閣、1936＜請求記
号 Y91-E2051＞http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1908302/3

（国立国会図書館／図書館送信参加館内公開）
左上の「業図」は業務用図書を、「セサ」は専門資料部参考課を
示す。そのあとのアルファベットと数字は事務的なもの。

『相馬御風随筆全集　第 1 巻』の標
題紙裏の受入印。下の番号は登録番号

（accession number）。
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戦
前
の
全
集
月
報
が
ほ
と
ん
ど

残
って
い
な
い
の
は
何
故

　

当
館
で
所
蔵
す
る
戦
前
に
発
行
さ
れ
た

書
籍
の
多
く
は
、
帝
国
図
書
館
の
旧
蔵
書

で
あ
り
、
そ
の
大
部
分
は
、
内
務
省
が
出

版
法
に
よ
り
集
め
た
図
書
を
受
け
取
っ
て

い
た
も
の
（「
内
務
省
交
付
本（

１
８
）」）
で
あ
る
。

そ
う
す
る
と
、
月
報
は
、
①
内
務
省
か
ら

帝
国
図
書
館
に
も
と
も
と
渡
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
、
②
帝
国
図
書
館
で
廃
棄
し
て
い

た
、
と
二
つ
の
仮
説
を
立
て
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

①
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
内
務
省

が
月
報
類
を
把
握
し
て
い
た
の
か
ど
う

か
。
さ
し
あ
た
り
、『
雑
誌
新
聞
発
行
部

数
事
典　

昭
和
戦
前
期　

附 
発
禁
本
部
数

総
覧（

１
９
）』
を
め
く
る
と
、
２
８
８
頁
に
『
日

蓮
主
義
大
講
座　

月
報
』
第
２
号
（
上
画

像
）
を
取
り
締
ま
っ
て
い
る
記
載
が
あ
る
。

少
な
く
と
も
本
体
だ
け
で
は
な
く
月
報
も

検
閲
対
象
と
し
て
把
握
し
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。

　

で
は
、
内
務
省
は
何
故
、
帝
国
図
書
館

に
送
っ
て
こ
な
か
っ
た
の
か
。
一
つ
に
は
、

冒
頭
の
『
明
治
文
化
』
の
例
で
み
た
よ
う

に
、
発
行
す
る
側
が
「
雑
誌
」
と
み
な
し

て
い
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。
小
林
昌
樹

「
国
立
国
会
図
書
館
に
な
い
本　

内
務
省

納
本
雑
誌
と
の
出
会
い
」（
本
誌
２
０
１
７

年
５
月
号
）
で
指
摘（

２
０
）が
あ
る
よ
う
に
、
雑

誌
は
帝
国
図
書
館
に
移
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
。

　

し
か
し
、
さ
き
ほ
ど
の
発
禁
の
例
は
、

事
典
に
よ
る
と
図
書
の
部
に
含
ま
れ
て
い

た
。
図
書
な
の
に
帝
国
図
書
館
に
渡
さ
な

い
の
は
、
何
故
だ
ろ
う
。
内
務
省
の
窓
口

に
同
じ
本
が
2
冊
納
本
さ
れ
、
１
冊
は
正

本
と
さ
れ
、
実
際
の
検
閲
に
使
う
。
も
う

１
冊
の
副
本
は
帝
国
図
書
館
に
渡
す
。
正

本
を
検
閲
で
確
認
す
る
際
に
は
本
を
開
く

か
ら
、
月
報
も
挟
ん
だ
ま
ま
で
は
な
く
本

体
か
ら
外
し
て
検
閲
を
し
て
い
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　

で
は
、
帝
国
図
書
館
の
受
け
取
る
副
本

は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
内
務
省
内
で
副
本

は
ど
う
扱
わ
れ
て
い
た
の
か
、
検
閲
の
実

務
は
ほ
と
ん
ど
分
か
っ
て
い
な
い
が
、
以

下
、
複
数
の
文
献
を
読
み
、
そ
の
ヒ
ン
ト

と
思
わ
れ
る
こ
と
が
見
え
て
き
た
。
同
省

内
で
は
検
閲
の
た
め
の
正
本
と
副
本
に
分

け
る
前
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
そ
の
も
の
に

ナ
ン
バ
リ
ン
グ
を
し
、
そ
の
番
号
と
書
名
、

発
行
者
を
記
す
『
図
書
日
報
』（
謄
写
版
）

を
作
成
し
て
い
た

（
２
１
） 

。
月
報
が
本
体
と
離
れ

離
れ
に
な
る
の
は
、
こ
の
２
冊
の
図
書
に

ナ
ン
バ
リ
ン
グ
を
行
う
と
き
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　

例
え
ば
、
全
集
で
は
な
い
が
、
大
阪
毎

日
新
聞
社
編
『
熱
河
を
な
ぜ
討
つ
か
』
に

内
務
省
の
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
が
残
っ
て
お

り
、『
図
書
日
報
』 

で
確
認
で
き
る
例
で
あ

る
（
左
頁
）。
表
紙
の
左
上
の
「
10
」
が
、

内
務
省
で
の
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
を
行
う
際

に
、
も
し
外
箱
や
挟
み
込
ま
れ
て
い
る
も

の
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
ら
を
確
認
す
る
と
と

も
に
本
体
と
分
け
て
し
ま
う
可
能
性
は
高

い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
時
に
、

本
体
と
月
報
が
分
か
れ
て
、
そ
の
ま
ま
と

な
り
、
本
体
の
み
が
帝
国
図
書
館
に
送
ら

れ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き

る
。
そ
の
後
、月
報
は
ど
う
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
か
、
そ
れ
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

　

②
の
可
能
性
と
し
て
、
月
報
を
受
け

取
っ
て
、
帝
国
図
書
館
で
廃
棄
し
て
い
た

か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
岡
田
温（

２
２
）を
は

じ
め
と
す
る
帝
国
図
書
館
に
勤
め
て
い
た

人
々
の
回
想
の
類
に
は
出
て
こ
な
い
。
た

『雑誌新聞発行部数事典　昭和戦前期　附発禁本部数総覧』＜請求記号 UE-J2＞ p.288
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（上）『図書日報［昭和 8 年］3 月』3 月1日のオモテ（［内務省］発行、昭和 8 年 3 月）
千代田図書館所蔵「内務省委託本」
赤線で示した資料が、左の『熱河をなぜ討つか』にあたる。

だ
し
、
積
極
的
に
集
め
て
残
す
と
い
う
こ

と
も
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
今
の
と
こ
ろ
は
、

「
捨
て
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
不
明
」

と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。
な
お
、
帝
国

図
書
館
で
資
料
を
廃
棄
し
た
例
と
し
て

は
、
特
殊
で
は
あ
る
が
１
９
４
５
年
の
戦

争
終
結
時
に
同
館
に
持
ち
込
ま
れ
た
日
本

軍
所
蔵
図
書
に
つ
い
て
、
そ
の
副
本
を
２
、

３
年
後
に
反
故
紙
と
し
て
払
い
下
げ
図
書

館
員
の
生
活
補
給
金
に
充
て
て
い
た
こ
と

が
あ
る
と
い
う

（
２
３
）。

　

①
と
②
の
仮
説
で
、
ど
ち
ら
が
実
際
に

近
い
か
は
、
今
の
と
こ
ろ
は
資
料
が
見
つ

か
ら
ず
明
ら
か
に
し
が
た
い
。

大阪毎日新聞社編『熱河をなぜ討つか』大阪毎日
新聞社、１９３３　http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/ 
pid/1097610（インターネット公開、モノクロ画像）
右上と背にある赤ラベル（348-144）は帝国図書
館時代の乙部図書ラベル。乙部とは、目下の利用
価値には乏しいが保存し後日の判断を待つとしてい
たもの。当時は利用に供されていなかった。そのた
め、原装の状態が保たれている。
黄色ラベル（特 251-87）とⓈは当館で貼ったもの。
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資
料
と
し
て
の
月
報

　　

月
報
は
、『
図
書
の
受
入
か
ら
配
列
ま

で　

学
校
・
図
書
館
・
諸
官
公
署
・
会

社（
２
４
）』 や
『
図
書
館
の
実
際
的
経
営（
２
５
）』 と
い
っ

た
昭
和
戦
前
期
の
図
書
館
の
手
引
き
を
瞥

見
し
て
も
、
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
戦
前
、

当
時
の
図
書
館
関
係
者
に
お
い
て
は
、
図

書
館
が
集
め
て
残
す
資
料
と
し
て
認
識
さ

れ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う

か
。
戦
後
、
戦
前
の
全
集
月
報
が
復
刻
さ

れ
た
が
、
そ
れ
ら
は
個
人
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

が
底
本
に
な
っ
て
い
る

（
２
６
）。

　

研
究
者
等
に
、
こ
の
よ
う
な
月
報
が
注

目
さ
れ
る
に
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
い
つ

頃
だ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
戦
前
の
月
報
に
関

し
て
言
え
ば
、『
改
造
社
文
学
月
報
』
に

つ
い
て
は
以
前
か
ら
個
人
が
製
本
し
た
も

の
も
存
在
し
て
い
た
と
い
う

（
２
７
）。
当
時
の
本

好
き
、
読
書
家
が
作
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
資
料
的
な
価
値
が
見
い
だ
さ
れ

て
古
書
市
場
に
表
れ
て
き
た
の
は
い
つ
頃

な
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
最
初
に
つ
い
て

は
つ
ま
び
ら
か
で
は
な
い
が
、「
月
報
の

有
無
で
古
書
価
に
差
が
出
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
昭
和
三
十
年
代
以
降
で
あ
り
、
漱

石
や
露
伴
、
鴎
外
ら
の
全
集
の
月
報
が
そ

れ
自
体
で
独
自
な
値
を
つ
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
四
十
年
前
後
か
ら

（
２
８
）」 

で

あ
る
と
い
う
。
一
般
に
、
古
書
の
値
段
が

上
昇
す
る
背
景
の
一
つ
に
は
、
そ
れ
ま
で

位
置
づ
け
の
よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た
こ
と

や
も
の
に
つ
い
て
研
究
が
発
表
さ
れ
て
か

ら
、
そ
の
後
複
数
の
研
究
者
が
資
料
と
し

て
の
価
値
を
認
識
し
た
り
、
関
心
を
引
く

よ
う
に
な
る
こ
と
が
あ
る

（
２
９
）。

　

月
報
の
場
合
に
は
、
戦
前
に
も
関
心

を
持
つ
人
が
絶
無
で
あ
っ
た
と
は
い
え
な

い
が
、
昭
和
20
年
代
の
半
ば
以
降
に
そ
の

有
用
性
が
広
く
気
づ
か
れ
始
め
関
心
を
引

き
、
次
第
に
古
書
価
格
に
影
響
し
て
い
っ

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
同
時
代
に
、

当
館
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
サ
ー
ビ
ス
部
門

で
収
集
、
閲
覧
に
供
し
た
の
は
、
も
ち
ろ

ん
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
サ
ー
ビ
ス
に
役
立
つ

こ
と
に
加
え
て
、
そ
う
し
た
動
向
も
踏
ま

え
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
月
報
は
そ
の
本
体
の

全
集
や
著
作
集
自
体
が
大
切
に
さ
れ
て
い

た
の
に
比
べ
る
と
、
同
時
代
に
は
比
較
的

軽
ん
じ
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
後
世

に
な
っ
て
か
ら
い
ざ
集
め
よ
う
と
す
る
と

難
し
い
文
献
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
の

一
つ
と
い
え
よ
う
。

『明治文化全集』の予約者には、1929 年 7 月から、右の月報の代わりに左の雑誌が配布された。
※ともに個人蔵
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国
際
子
ど
も
図
書
館
の
歴
史
あ
る
レ
ン
ガ
棟
を
抜
け
た

先
、
３
年
前
に
完
成
し
た
ア
ー
チ
棟
２
階
に
、
他
の
部
屋

か
ら
離
れ
て
ぽ
つ
ん
と
存
在
す
る
部
屋
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
名
は
児
童
書
研
究
資
料
室
。
字
面
だ
け
見
る
と
、
厳
め

し
く
感
じ
ま
す
。「
児
童
書
に
関
す
る
調
査
研
究
の
た
め

の
資
料
室
」
と
説
明
を
補
っ
て
み
て
も
、
あ
ま
り
イ
メ
ー

ジ
は
変
わ
り
ま
せ
ん
ね
。
こ
の
文
章
を
書
い
て
い
る
２
月

現
在
、
国
際
子
ど
も
図
書
館
で
は
創
刊
１
０
０
年
を
迎
え

た
児
童
雑
誌
『
赤
い
鳥
』
に
関
す
る
展
示
会
が
レ
ン
ガ
棟

で
開
か
れ
て
い
ま
す
。
児
童
書
研
究
と
聞
く
と
こ
う
し
た

「
児
童
文
学
の
古
典
」、
あ
る
い
は
絵
本
を
思
い
浮
か
べ
る

人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
７
か
月
前
、
資
料
室
の
カ

ウ
ン
タ
ー
に
立
ち
始
め
た
ば
か
り
の
私
自
身
も
そ
の
一
人

で
し
た
。

　

で
も
、
実
際
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
資
料
室
に
開
架
さ

れ
て
い
る
図
書
を
少
し
だ
け
見
て
み
ま
し
ょ
う
。『
昭
和

少
年
Ｓ
Ｆ
大
図
鑑　

昭
和
20
～
40
年
代
僕
ら
の
未
来
予
想

図
』『
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
学
』『
江
戸
の
遊
び
絵
づ
く
し
』。

『
猫
の
大
虐
殺
』
な
ん
て
資
料
ま
で
あ
り
ま
す
。
意
外
に

思
わ
れ
た
で
し
ょ
う
か
？

　

こ
の
よ
う
に
、国
際
子
ど
も
図
書
館
は
「
児
童
書
研
究
」

と
い
う
こ
と
ば
だ
け
で
は
想
像
で
き
な
い
ほ
ど
幅
広
い
資

料
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
利
用
者
の
多
様
な
調
査
研
究
の

要
望
に
応
え
る
た
め
、
資
料
室
で
は
一
見
し
た
だ
け
で
は

研
究
資
料
に
は
見
え
な
い
よ
う
な
、
様
々
な
資
料
を
取
り

揃
え
て
い
る
の
で
す
。

　

ま
た
、『
赤
い
鳥
』
の
よ
う
な
日
本
の
「
児
童
文
学
の
古

典
」
の
調
査
に
役
立
つ
資
料
の
ほ
か
、
外
国
の
神
話
・
伝

説
・
昔
話
に
関
す
る
資
料
も
充
実
し
て
お
り
、
国
際
子
ど

も
図
書
館
の
「
国
際
」
性
を
生
か
し
た
調
査
も
行
え
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
国
内
刊
行
の
児
童
書
に
加

え
、
海
外
の
絵
本
・
児
童
文
学
も
研
究
対
象
と
し
て
想
定

し
て
い
る
こ
と
も
、
こ
の
資
料
室
な
ら
で
は
の
特
徴
で
す
。

　

…
…
こ
れ
ら
の
資
料
の
選
定
・
排
架
に
は
い
つ
も
悩
み

が
つ
き
も
の
で
す
。
作
家
の
エ
ッ
セ
イ
一
つ
と
っ
て
も
、

そ
の
人
の
著
作
の
う
ち
児
童
書
が
ど
の
程
度
を
占
め
て
い

る
か
、
創
作
論
と
作
家
研
究
の
ど
ち
ら
に
分
類
す
れ
ば
利

用
者
の
ニ
ー
ズ
を
よ
り
満
た
せ
る
か
、
な
ど
を
検
討
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
筋
縄
で
は
行
き
ま
せ
ん
が
、「
児

童
書
研
究
」
の
奥
深
さ
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
仕
事
で

す
。

　

奥
ま
っ
た
場
所
に
あ
り
、
入
室
手
続
き
が
必
要
な
児
童

書
研
究
資
料
室
。で
す
が
一
度
足
を
踏
み
入
れ
て
み
れ
ば
、

他
の
部
屋
と
は
一
味
違
う
、
予
想
も
し
て
い
な
か
っ
た
本

に
出
会
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

(

資
料
情
報
課
書
誌
情
報
係　

凝
膠
寒
天)

「児童書研究資料室」は
こわくない
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貴
重
書
の
展
示
は
難
し
い
。
豪
華
な
装
丁

の
本
や
、
美
し
い
挿
絵
や
流
麗
な
飾
り
文
字

が
あ
る
も
の
は
よ
い
が
、そ
う
で
な
け
れ
ば
、

興
味
の
な
い
人
か
ら
す
れ
ば
た
だ
の
古
い
本

で
あ
り
、
ど
う
し
て
も
地
味
に
な
り
が
ち
で

あ
る
。
手
に
取
っ
て
読
む
こ
と
も
で
き
な
い

し
、
仮
に
ペ
ー
ジ
を
繰
る
機
会
を
得
て
も
知

識
が
な
け
れ
ば
読
め
な
い
資
料
も
多
い
。
な

ぜ
貴
重
な
の
か
を
伝
え
る
の
は
、
難
し
い
の

だ
。

　

だ
が
、
こ
の
展
示
目
録
は
全
く
地
味
で
は

な
い
。
ぱ
ら
ぱ
ら
と
め
く
っ
て
い
る
と
、「
あ

あ
、
本
っ
て
美
し
い
な
」
と
思
う
。
斜
め
に

し
た
り
、
ア
ッ
プ
に
し
た
り
、
小
口
な
ど
装

丁
に
着
目
し
た
り
、
そ
の
本
の
一
番
面
白
い

と
こ
ろ
を
一
番
よ
い
角
度
で
写
真
に
収
め
、

大
胆
な
レ
イ
ア
ウ
ト
で
紹
介
し
て
い
る
。

　

本
書
は
京
都
外
国
語
大
学
創
立
70
周
年
記

念
と
し
て
、
平
成
29
（
２
０
１
７
）
年
度
に

開
催
さ
れ
た
展
示
会
の
図
録
で
あ
る
。
同
大

学
図
書
館
は
、
語
学
を
通
じ
た
国
際
地
域
研

究
を
推
進
す
る
た
め
、
世
界
各
国
・
各
地
域

の
言
語
に
よ
る
資
料
を
収
集
し
て
い
る
。
な

か
で
も
、
世
界
の
稀
覯
資
料
の
収
集
は
、
森

田
嘉
一
現
理
事
長
・
総
長
が
図
書
館
長
を

務
め
た
昭
和
43
（
１
９
６
８
）
年
～
昭
和

55
（
１
９
８
０
）
年
に
か
け
て
積
極
的
に
進

め
ら
れ
、
稀
覯
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
同

大
学
図
書
館
の
所
蔵
資
料
の
中
心
的
存
在
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
稀
覯
書
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
は
、
稀
覯
書
展
示
会
と
銘
打
っ
て
昭

和
43
（
１
９
６
８
）
年
か
ら
展
示
に
供
さ
れ

て
い
る
。

　

美
し
い
写
真
を
一
通
り
鑑
賞
し
た
後
、
紙

面
の
隅
々
に
目
を
向
け
て
み
る
。
本
書
は
第

１
部
「
世
界
の
著
名
人
の
筆
跡
と
書
物
」、

第
２
部
「
書
物
の
発
達
と
各
国
の
史
料
」
か

ら
成
る
。
第
１
部
で
は
、解
説
文
と
と
も
に
、

国
家
指
導
者
、
科
学
者
・
思
想
家
、
日
本
研

究
者
等
を
一
人
に
つ
き
見
開
き
２
ペ
ー
ジ
で

紹
介
し
て
い
る
。
左
ペ
ー
ジ
に
は
自
筆
の
書

簡
、
右
ペ
ー
ジ
に
は
著
作
の
刊
本
を
並
べ
る

こ
と
で
、
著
者
の
こ
と
が
く
っ
き
り
と
確
か

な
存
在
と
し
て
感
じ
ら
れ
る
。第
２
部
で
は
、

紙
や
書
物
、印
刷
技
術
の
発
達
と
あ
わ
せ
て
、

イ
タ
リ
ア
ル
ネ
サ
ン
ス
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

建
国
と
い
っ
た
世
界
的
な
出
来
事
に
関
す
る

資
料
、
さ
ら
に
日
本
と
世
界
を
つ
な
ぐ
『
東

方
見
聞
録
』、『
解
体
新
書
』
な
ど
の
資
料
が

紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
す
べ
て
英
訳
が

付
い
て
い
る
の
で
、
海
外
の
研
究
者
に
も
使

い
や
す
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
書
全
体
を
通
し
て
、
資
料
同
士
を
意
識

的
に
関
連
付
け
て
紹
介
し
て
い
る
よ
う
だ
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、読
み
手
の
理
解
を
深
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
貴
重
書
の
ど
こ
が
貴
重
な
の
か

さ
ま
ざ
ま
な
切
り
口
で
伝
え
る
こ
と
に
成
功

し
て
い
る
。
そ
の
書
物
が
生
ま
れ
、
通
過
し

て
き
た
時
代
の
臨
場
感
と
い
う
、
電
子
媒
体

で
は
得
ら
れ
な
い
紙
媒
体
特
有
の
魅
力
も
よ

り
明
確
に
感
じ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。「
世
界
の

軌
跡
を
未
来
の
英
知
に
」
と
題
さ
れ
た
こ
の

展
示
目
録
か
ら
は
、
書
物
の
も
つ
力
と
、
書

物
と
共
に
歩
ん
で
き
た
人
々
の
歴
史
と
後
世

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
て
い
こ
う
と
い

う
書
き
手
の
熱
意
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

(

吉
井 

伶
奈)

世界の軌跡を未来の英知に

Finding wisdom for the future 
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古
典
籍
、
憲
政
資
料
等
を
「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ

タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
に
追
加
し
ま
し
た

　

国
立
国
会
図
書
館
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
約
４
、９
０
０
点

を
「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
に
追
加
し

ま
し
た
。

　
「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
で
提
供
す

る
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
の
総
数
は
、今
回
追
加
し
た
資
料
を
含
め
、

約
２
６
９
万
点
で
す
。

調
査
資
料
『
21
世
紀
の
ア
メ
リ
カ
』
及
び
『
極
端
気

象
の
予
測
と
防
災
』『
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
対
策
と
維

持
管
理
技
術
』『
生
体
認
証
技
術
の
動
向
と
活
用
』

を
刊
行
し
ま
し
た

　　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
が
平
成
30
年
度
に
行
っ
た
調
査
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
と
し
て
、
総
合
調
査
報
告
書
『
21
世
紀
の
ア

メ
リ
カ
』
及
び
科
学
技
術
に
関
す
る
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告

書
『
極
端
気
象
の
予
測
と
防
災
』『
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
対
策
と

維
持
管
理
技
術
』『
生
体
認
証
技
術
の
動
向
と
活
用
』
を
刊
行

し
ま
し
た
。

【
総
合
調
査
】

『
21
世
紀
の
ア
メ
リ
カ
』（
調
査
資
料
２
０
１
８
‐
３
）

　

政
治
、
経
済
、
文
化
等
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
我
が
国

と
密
接
な
関
係
を
持
ち
、
そ
の
動
向
分
析
が
我
が
国
の
諸
課
題

を
考
え
る
上
で
不
可
欠
な
ア
メ
リ
カ
に
焦
点
を
当
て
ま
し
た
。

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
、
２
０
１
７
年
１
月
の
就
任
以
降
、
環
太

平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
協
定
か
ら
の
離
脱
や
パ

リ
協
定
か
ら
の
脱
退
を
表
明
す
る
な
ど
ア
メ
リ
カ
第
一
主
義
の

対
外
政
策
を
と
り
、
内
政
面
で
は
メ
キ
シ
コ
国
境
の
壁
建
設
を

目
指
す
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
大
統
領
と
異
な
る
政
策
を
次
々
に

打
ち
出
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
度
重
な
る
政
府
高
官
の
交
代

に
よ
る
政
権
運
営
の
不
安
定
さ
な
ど
も
あ
い
ま
っ
て
、
ト
ラ
ン

プ
政
権
下
の
ア
メ
リ
カ
は
、
世
界
に
強
い
影
響
を
与
え
続
け
て

い
ま
す
。
本
報
告
書
で
は
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
下
を
中
心
に
し
た

現
代
ア
メ
リ
カ
の
政
治
、
安
全
保
障
、
税
制
、
通
商
、
情
報
通

信
、
気
候
変
動
対
策
等
の
諸
分
野
に
つ
い
て
、
文
献
調
査
、
現

地
調
査
、
有
識
者
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
を
行
っ
た
成
果
を
取

り
ま
と
め
た
８
編
の
論
稿
と
年
表
を
収
録
し
て
い
ま
す
。

【
科
学
技
術
に
関
す
る
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

『
極
端
気
象
の
予
測
と
防
災
』（
調
査
資
料
２
０
１
８
‐
４
）

　

近
年
、
豪
雨
や
猛
暑
な
ど
の
極
端
な
気
象
の
頻
発
や
こ
れ
に

伴
う
災
害
の
激
甚
化
が
見
ら
れ
、
国
民
の
生
活
や
社
会
全
般
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
本
報
告
書
で
は
、
極
端
気

象
と
は
何
か
か
ら
始
め
、
気
候
シ
ス
テ
ム
と
地
球
温
暖
化
や
極

端
気
象
と
の
関
連
、
降
雨
の
観
測
と
予
測
技
術
に
つ
い
て
概
観

し
た
後
、
防
災
の
歴
史
的
な
経
緯
と
現
状
を
示
し
、
防
災
教
育
、

防
災
情
報
と
住
民
避
難
、
災
害
廃
棄
物
に
関
す
る
諸
課
題
に
つ

い
て
考
察
し
ま
し
た
。

『
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
対
策
と
維
持
管
理
技
術
』（
調
査
資
料

２
０
１
８
‐
５
）

　

１
９
７
０
年
代
前
後
の
高
度
成
長
期
に
集
中
的
に
整
備
さ
れ

た
道
路
や
上
下
水
道
な
ど
の
土
木
イ
ン
フ
ラ
や
公
共
施
設
の
老

朽
化
が
進
み
、
国
や
地
方
公
共
団
体
に
と
っ
て
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
本
報
告
書
で
は
、
技
術
面
・
経
済
面
・
制
度

面
・
合
意
形
成
の
４
つ
の
側
面
か
ら
現
状
を
取
り
ま
と
め
た
上

で
、
イ
ン
フ
ラ
の
種
類
ご
と
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
べ
き
か

を
整
理
し
ま
し
た
。

『
生
体
認
証
技
術
の
動
向
と
活
用
』（
調
査
資
料
２
０
１
８
‐
６
）

　

生
体
認
証
技
術
と
は
、
顔
・
指
紋
・
虹
彩
や
歩
容
・
署
名
と

い
っ
た
身
体
的
・
行
動
的
な
特
性
・
特
徴
に
基
づ
い
て
、
人
物

を
自
動
的
に
確
認
・
識
別
す
る
技
術
を
言
い
ま
す
。
こ
の
生
体

認
証
技
術
の
利
用
に
伴
う
新
た
な
リ
ス
ク
に
対
し
、
ル
ー
ル
や

監
督
体
制
の
構
築
等
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
報
告
書
で

は
、
そ
の
技
術
動
向
や
実
用
化
の
状
況
、
諸
外
国
の
法
規
制
等

に
つ
い
て
整
理
し
た
上
で
、
我
が
国
に
お
け
る
今
後
の
課
題
を

明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、政
策
の
方
向
性
を
考
察
し
ま
し
た
。
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こ
れ
ら
の
報
告
書
を
含
め
、
国
立
国
会
図
書
館
が
国
政
審
議

の
参
考
資
料
と
し
て
作
成
し
た
刊
行
物
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

全
文
を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
是
非
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

○
国
立
国
会
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ>

国
会
関
連
情
報>

『
調　

査
資
料
』>
２
０
１
９
年
刊
行
分

　

h
ttp

s://w
w

w
.n

d
l.g

o
.jp

/jp
/d

iet/p
u

b
licatio

n
/

docum
ent/2019/index.htm

l

新
刊
案
内

外
国
の
立
法　

立
法
情
報
・
翻
訳
・
解
説　

第
２
７
９
号

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
性
犯
罪
防
止
対
策
強
化
―
性
的
暴
力
及
び

性
差
別
的
暴
力
と
の
闘
い
を
強
化
す
る
２
０
１
８
年
８
月
３

日
の
法
律
第
２
０
１
８
‐
７
０
３
号
―

２
０
１
７
年
イ
タ
リ
ア
上
院
規
則
改
正
―
会
派
の
固
定
及
び
委

員
会
の
役
割
の
拡
充
に
向
け
て
―

韓
国
の
粒
子
状
物
質
対
策
―
特
別
法
の
制
定
を
中
心
に
―

中
国
の
英
雄
烈
士
保
護
法

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
オ
ン
ラ
イ
ン
安
全
強
化
法
改
正
―
性
的
画

像
の
同
意
な
し
の
共
有
に
関
す
る
規
制
―

レ
フ
ァ
レ
ン
ス　

８
１
８
号

中
台
関
係
の
動
向
―
「
１
つ
の
中
国
」
原
則
を
め
ぐ
っ
て
―

国
民
経
済
計
算
の
２
０
０
８
Ｓ
Ｎ
Ａ
へ
の
対
応
―
平
成
23
年
基

準
改
定
と
今
後
の
取
組
―

ふ
る
さ
と
納
税
を
背
景
と
し
た
諸
現
象
の
本
質

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
政
府
の
憲
法
解
釈

入
手
の
お
問
い
合
わ
せ

日
本
図
書
館
協
会

〒
１
０
４
‐
０
０
３
３　

東
京
都
中
央
区
新
川
１
‐
11
‐
14

電
話　

０
３
（
３
５
２
３
）
０
８
１
２

A4　100頁　月刊　1,000円（税別）　
発売　日本図書館協会

A4　141頁　季刊　1,800円（税別）　
ISBN　978-4-87582-834-1	
発売　日本図書館協会

＃12　東京本館南口の新緑
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第
31
回
納
本
制
度
審
議
会

　

３
月
18
日
、第
31
回
納
本
制
度
審
議
会
が
、審
議
会
委
員
10
名
、

専
門
委
員
３
名
が
出
席
し
て
東
京
本
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
会
で
は
、
事
務
局
か
ら
、
有
償
等
オ
ン
ラ
イ
ン
資
料
制

度
収
集
の
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
報
告
を
行
い
、
質
疑
応
答

が
あ
り
ま
し
た
。

納
本
制
度
審
議
会
委
員
・
専
門
委
員
名
簿

（
五
十
音
順　

敬
称
略
）（
平
成
31
年
３
月
18
日
現
在
）

会
長

中
山　

信
弘　
　

東
京
大
学
名
誉
教
授

会
長
代
理

福
井　

健
策　
　

弁
護
士

委
員

植
村　

八
潮　
　

専
修
大
学
文
学
部
教
授

江
上　

節
子　
　

武
蔵
大
学
社
会
学
部
教
授

遠
藤　

薫　
　
　

学
習
院
大
学
法
学
部
教
授

相
賀　

昌
宏　
　

一
般
社
団
法
人
日
本
書
籍
出
版
協
会
理
事
長

角
川　

歴
彦　
　

株
式
会
社
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
取
締
役
会
長

近
藤　

敏
貴　
　

一
般
社
団
法
人
日
本
出
版
取
次
協
会
会
長

斎
藤　

誠　
　
　

東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
教
授

鹿
谷　

史
明　
　

一
般
社
団
法
人
日
本
雑
誌
協
会
理
事
長

重
村　

博
文　
　

一
般
社
団
法
人
日
本
レ
コ
ー
ド
協
会
会
長

白
石　

興
二
郎　

一
般
社
団
法
人
日
本
新
聞
協
会
会
長

永
江　

朗　
　
　

公
益
社
団
法
人
日
本
文
藝
家
協
会
電
子
書
籍
出
版

　
　
　
　
　
　
　

検
討
委
員
会
委
員
長

根
本　

彰　
　
　

慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
教
授

野
原　

佐
和
子　

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
政
策
・
メ
デ
ィ
ア
研
究
科

　
　
　
　
　
　
　

特
任
教
授

専
門
委
員

佐
々
木　

隆
一　

一
般
社
団
法
人
電
子
出
版
制
作
・
流
通
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　

監
事

三
瓶　

徹　
　
　

一
般
社
団
法
人
日
本
電
子
出
版
協
会
事
務
局
長

樋
口　

清
一　
　

一
般
社
団
法
人
日
本
書
籍
出
版
協
会
事
務
局
長

お
も
な
人
事

<
辞
職>

平
成
31
年
３
月
31
日
付
け

専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
議
会
官
庁
資
料
調
査
室

主
任 

 
 

 

　
　

渡
邊　

幸
秀

専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
社
会
労
働
調
査
室
主
任

岡
村　

美
保
子

<

異
動>　

※
（　

）
内
は
前
職

平
成
31
年
４
月
１
日
付
け

専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
総
合
調
査
室
主
任

（
専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
文
教
科
学
技
術
調
査
室
主
任
）

豊
田　
　

透

専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
外
交
防
衛
調
査
室
主
任

（
専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
総
合
調
査
室
主
任
） 山

﨑　
　

治

専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
文
教
科
学
技
術
調
査
室

主
任
（
専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
総
合
調
査
室
付
） 

石
渡　

裕
子

専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
社
会
労
働
調
査
室
主
任

（
電
子
情
報
部
長
） 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
寺　

正
一

専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
総
合
調
査
室
付

（
調
査
及
び
立
法
考
査
局
次
長
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
池　

拓
自

専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
議
会
官
庁
資
料
調
査
室

主
任
（
主
幹　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
付
、
国
会
分
館
長
事
務
取
扱
）

林　
　

雅
樹

電
子
情
報
部
長
（
専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
外
交
防
衛
調

査
室
主
任
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

佐
藤　

毅
彦

調
査
及
び
立
法
考
査
局
次
長
（
主
幹　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
総
合

調
査
室
付
、
調
査
企
画
課
長
事
務
取
扱
） 

　
　

森
田　

倫
子

主
幹　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
総
合
調
査
室
付
、
調
査
企
画

課
長
事
務
取
扱
（
主
幹　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
政
治
議
会
調
査
室
付
、

政
治
議
会
課
長
事
務
取
扱
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

小
林　

公
夫

主
幹　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
経
済
産
業
調
査
室
付
、
経
済
産

業
課
長
事
務
取
扱
（
主
幹　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
総
合
調
査
室
付
）

樋
口　
　

修

総
務
部
副
部
長
（
関
西
館
総
務
課
長
）　　
　
　
　
　
　

 

藤
本　

和
彦

主
幹　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
総
合
調
査
室
付
（
調
査
及
び
立
法

考
査
局
国
会
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
課
長
） 

 

　
　

田
中　

嘉
彦

主
幹　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
海
外
立
法
情
報
調
査
室
付

（
調
査
及
び
立
法
考
査
局
海
外
立
法
情
報
課
長
）             

岡
村　

志
嘉
子

納本制度審議会の様子
審議会に関する情報は、以下に掲載しています。
https://www.ndl.go.jp/jp/collect/deposit/council/index.html
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